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郵盗回題剛総会

退
職
者
厚
生
会
を

退
職
者
こ
摺
８
Ｑ
に

と  き /8召和63年 5月 15日(日)14時 ～

昭和63年 5月 16日(月)10時

ところ/箱 根 ・嶺水苑

絡会 「体験を支えた自己紹介」

及び 「会員懇親交流会」
(名称変更)

今
回
か
ら
装
い
を
新
た
に
し
た
上
記

会
報
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
県
市
Ｉ
指
導
セ

ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
指
導
生
、
根
道
明
子

さ
ん
の
ご
協
力

で
、
ま
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
会
員
の
塩
田
智
之
氏
の
ご
好

白
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
味

ち

が

っ
た

充

実

し

た

構

会

本
会
は
、
第

一
回
定
期
総
会
か
ら
、

一
泊
二
日
の
温
泉
保
養
所
施
設
を
会
場

に
利
用
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
当
会
発
足
に
当
た

っ
て
、
「
退
職
す

れ
ば
孤
独
に
な
り
勝
ち
な
会
員
に
、
年

一
回
の
総
会
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
共

に
温
泉
に
混
か
り
、
旧
交
を
温
め
ま
た
、

新
し
い
友
と
知
り
合
い
語
り
合
い
、
老

後
を
楽
し
い
実
り
の
あ
る
も
の
に
し
よ

う
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
発
足
早
々

は
財
政
の
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
第

一
回
は
県
職
労
の
全
面
的
支
援
を
得
、

二
回
以
降
も
応
分
の
ご
協
力
を
得
た
こ

と
を
こ
の
機
会
に
改
め
て
報
告
し
て
お

く
。
経
費
は
今
回
も
宿
泊
費
は
当
会
魚

担
と
し
、
会
員
に
は
交
通
費
を
負
担
し

会
費
納
入
の
お
願
い

◎
叫
和
６２
年
度
　

　

　

年
会
女
二

Ｃ
０
０
門

③
終
身
会
費

　
　

　

　
　

　

二
〇

〇
〇
０
円

一担
し
入
会
金

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
は
別
一

終
身
会
費
切
警
え

の
方

は
、

昭
和

６２
年
度
大
会

の
方

は

（年
会
費
分

二

〇
〇
〇
円
）
を
差
引

い
た
‥
１

人

０
０
０
円

横
浜
銀
行
県
庁
支
店
及
び
神
奈
川
県
労
的
全

庫
本
店
振
卒

口
旺
を

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

キ
通
預
令

口
に
番
号
人
七
八
　
〓
一
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
原
金

田
庄
者
号
〇
六
六

七

ｉ
Ｏ

（ご
と
を
）

右
記
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
裂
行
及
び
信
用
金
圧

の
本
支
店
以
外

で
振
込
ま
れ
ま
す
と
手
数
料
を

と
ら
れ
ま
す
。

て
い
た
だ

い
た
。

同

園
開
催
時
間
を
昨
年
よ
り

一
時
間
繰
上

げ
て
午
後
二
時
開
催
、
司
会
は
諸
星
ヒ

サ
子
幹
事
で
進
行
。

会
員
数
二
三
〇
名
、
出
席
者
四

一
名

委
任
状

一
五
①
名
で
総
会
成
立
。

秦
代
表
幹
事
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
で

議
長
席
に
つ
く
。

口
「来
費
あ
い
さ
つ
」
か
ら

的
　
自
治
労
神
奈
川
本
部
退
職
者
会
副

会
長

（公
企
労
）
高
橋
重
兵
街
氏
は
、

「年
金
は
減
少
、
健
康
保
険
料
は
上

る
。
高
齢
だ
か
ら
税
金
が
と
れ
な
い
か

ら
、
年
金
は

へ
ら
す
。
し
か
も
新
間
接

税
が
で
き
る
と
税
金
を
余
計
払
う
こ
と

に
な
る
。
老
人
は
保
守
化
す
る
か
ら
、

政
府
は
安
心
す
る
。
と
に
か
く
退
職
者

会
を
大
き
く
し
て
、
選
挙
で
政
府
自
民
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党
に

一
泡
吹
か
せ
て
態
度
を
よ
く
さ
せ

る
認
識
を
持
た
な
い
と
前
途
は
暗
い
。」

と
話
さ
れ
た
。

０
　
県
職
労
中
高
年
部
長
、
明
国
剛

一

氏
は
、

「
先
日
第
１１
回
中
高
年
部
総
会
で
は
、

こ
の
会
報
９
号
の
に
紹
介
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
よ
う
に
、
年
金
の
話
や
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
の
よ
う
に
退
職
後
の
生
活

設
計
の
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
計
画
の

で
き
て
い
る
人
が
少
な
い
。
今
後
若
年

層

へ
も
経
験
を
語

っ
て
も
ら
い
た
い
。

０
　
県
職
労
委
員
長
、松
本
吉
弘
氏
は
、

「会
に
出
席
し
て
み
て
、
会
が
発
展

し
て
い
る
の
を
痛
切
に
感
じ
る
。
ま
た
、

日
頃
、
幹
事
の
方
々
が
頑
振

っ
て
い
る

の
を
見
て
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
益
々
、
現
役
、
退
職

者
が

一
体
と
な

っ
て
取
れ
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
来
て
い
る
と
思
う
。

希
望
と
し
て
は
、
会
報
の
活
字
を
大

き
く
す
る
こ
と
と
。
会
報
も
大
き

い
も

の
を
作

っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
ま
た

退
職
者
も
、
県
職
労
の
メ
ー
デ
ー
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、
外
の
空
気
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
。
と
熱

っ
ぽ

く
語
ら
れ
る
。

的
総
会
報
告
　
議
案

会
報
第
９
号
参
照

□
「昭
和
６２
年
度
経
過
報
告
」

執
行
体
制
軌
道
へ
　
情
報
活
動
強
化

本
田
副
代
表
幹
事
か
ら

「当
会
は
急

拠
発
足
し
た
こ
と
も
あ
り
発
会
当
初
六

八
名
が
現
在
二
三
〇
名
と
着
実
に
増
し

て
い
る
。
昭
和
６２
年
度
は
執
行
体
制
が

飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
、
そ
の
主
因
は
、

県
職
労
事
務
局
の
白
井
書
記
の
献
身
的

な
ご
協
力
と
、
同
本
幹
事
が
実
質
的
事

務
局
長
と
し
て
執
務
さ
れ
　
そ
の
他
の

幹
事
も
毎
月
定
例
昨
事
会
な
ど
に
出
席

尽
力
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
本
そ
の
他
、

全
労
済
を
中
心
と
し
た
袖
利
厚
ｉ
や
、

九
　
一
五
全
国
高
飾
者
人
集
会

へ
多
数

参
加
な
ど
会
報
記
載
の
と
お
り
で
あ

る
。
ま
た
反
省
す
べ
き
中
央

へ
の
働
き

か
け
の
不
十
分
も
会
報
記
載
の
と
お
り

と
受
け
と
め
、
今
後
の
発
展
材
料
に
し

た
い
」
と
説
明
。

口
「
昭
和
６２
年
度
収
支
決
算
報
告
」
は

同
本
幹
事
か
ら
説
明
．

‐‐
「会
計
監
査
報
告
」
は

庄
司
三
雄
氏
が
、
今
後
の
終
身
会
費

の
積
立
金
を
増
加
し
、
財
政
確
立
の
要

望
締
足
意
見
を
つ
け
、
適
切
に
執
行
さ

れ
て
い
る
旨
を
の
べ
る
。

以
上
三
件
を

一
括
採
決
可
決
す
る
。

次
い
で
、

‐‐
「
昭
和
査
年
度
活
動
方
針
（案
首

は

児
工
副
代
表
幹
事
か
ら

い
　
長
い
退
職
後
の
■
活
に
対
応
し
た

退
職
者
会
の
役
割
と
活
動
活
性
化
。

０
　
キ
メ
の
細
か
い
情
報
伝
達
。

０
　
福
利
厚
生
活
動
の
推
進
。

的
　
中
央
、
県
内
の
関
係
団
体
と
の
交

流
と
、
関
係
官
公
庁
、
議
員

へ
の
働

き
か
け
の
積
極
的
推
進
。

０
　
健
康
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
兼
ね
た

生
甲
安
事
業
の
調
査
と
開
発
。

０
　
県
職
労
中
高
年
部
と
の
連
携
強
化

な
ど
を
提
案
説
明
。

□
「昭
和
６３
年
度
収
支
予
算
（案
首

は

岡
本
幹
事
か
ら
提
案
説
明
。

□
「会
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
は

青
木
幹
事
か
ら

い
　
会
の
名
称
の
変
更

即
ち
会
則
第

一
条
に
あ
る

「
神
奈
川

県
職
労
退
職
者
厚
生
会
」
を

「神
奈
川

県
職
労
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
に
変
更
提

案
。
理
由
は
、
か
ね
て
か
ら
呼
び
や
す

く
、
規
し
み
や
す
い
会

へ
の
名
称
変
更

の
要
望
に
沿
い
、
最
も
要
望
の
多
か

っ

た
前
述
の
名
称
と
し
た
い
。

「
こ
だ
ま
会
」
と
は
、
「木
魂
≡

山
彦
」

の
ご
と
く
、
会
員
が
呼
べ
ば
、
そ
の
要

請
に
直
ぐ
応
え
て
く
れ
る
会
、
そ
し
て

そ
の
音
響
の
よ
う
に
何
処
ま
で
も
限
り

な
く
拡
が
り
を
み
せ
、
併
せ
て
質
の
高

い
会
を
目
持
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

口
　
執
行
体
制
強
化
の
た
め
事
務
局
長

を
置
く
。

会
則
第
八
条
に
幹
事
若
千
名
と
あ
る

が
、
会
員
の
増
加
に
と
も
な
う
会
の
発

展
に
対
応
し
、
執
行
体
制
の
強
化
と
対

外
渉
外
事
務
の
増
加
に
対
処
し
幹
事
の

う
ち
か
ら
事
務
局
長
を
置
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
補
足
と
し
て
、
昭

和
６２
年
度
か
ら
実
質
的
事
務
局
長
と
し

て
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
岡
本

一

二
氏
を
推
せ
ん
お
願

い
し
た

い
旨
提

案
。
い
づ
れ
も
採
決
、
可
決
。

こ
の
あ
と
、
時
間
の
余
裕
が
あ

っ
た

の
で
、
司
会
の
提
案
で
、
自
己
紹
介
を

繰
上
げ
行

っ
た
。

一
人
、　
一
人
、
在
職
中

の
こ
と
、
退

職
後

の
こ
と
。
趣
味
、
家
庭
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
た

っ
ぶ
り
。
真
面
目
に
、
ま
た
情

熱
を
込
め
て
の
約
二
時
間
に
わ
た
る
自

己
紹
介
は
、
二
日
に
わ
た
る
日
程
行
事

の
中
で
も

っ
と
も
実
り
あ
る
も
の
だ
と

い
う
意
見
が
多
か

っ
た
。

自己紹介…一人一人マイクをもって

体験訟など…全員で約90分
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(主として会員懇親会にて)

持
参
く
だ
さ
っ
た
飯
倉
定
さ
ん
の

「久
々
に
友
と
語
ら
い
思
う
こ
と

結合司会は総会も想
親会もベテラン話星
さんで……

酒を酌みかわし… …

鈴木前、松本現県職労委員長と

秦代表幹事

頭
に
光
る
霜
の
白
さ
を
」

ム
ン　ヽ
ヽ
，て

入
賞
目
指
し
て
カ
ラ
オ
ケ
熱
唱

清
水
輝
雄
氏
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
独
奉
は
湊
ふ

み
さ
ん
の
踊
り
と
共
に
ビ
ッ
ク
シ
ョ
ー

日本舞踊の名手、
湊ふみさんの舞姿

会もたけなわともなれば、会員の足元も軽く、

踊りやダンスも…

中央は、心ウキウキ わ くわくと踊る阿部さん

会員交流懇拐会は、先ず、乾杯で幕を開ける
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昭
和

６３
年
度

全

日
本
自
治
体
退
職
者
会

学
習
会

（年
金
問
題
）
報
告

「共
済
年
金
の
周
辺
」
と
「年
金
い
ま
何
が
問
題
か
」

５
月
２７
日
全
日
本
自
治
体
退
性
を
会
二
催
の

年
金
学
習
会
に
出
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
ぅ

「
共

清

年

金

の
周

辺
」

ま
づ
東
京
都
年
金
課
佐
藤
晃

一
氏
よ
り

「共

汚
年
金
の
周
辺
」
と
返
し
０
年
金
の
給
付
種
別

０
年
金
額
の
構
成
０
旧
討
算
例
Ｔ

般
方
式
〕

Ｏ
〔通
年
方
式
〕
Ｏ
〔技
定
沓
え
〕
年
金
額
ｅ
特

例
に
よ
る
退
職
共
前
年
金
（年
令
六
五
歳
到
達

ま
で
）
８
⌒年
令
六
五
歳
到
進
以
降
）０
障
害
共

前
年
令
〓
一、
三
級
）０
遺
族
共
清
午
金
二

）０

同
〓
こ
Ｏ
従
前
徹
の
保
障
０
加
給
年
金
の
停
止

０
同
放
徹
０
１ｒ‐ｊ
作
■
徳
０
所
得
制
限
０
併
給
削

整
〇
年
金
課
税
に
つ
い
て
ご
説
明
が
あ
り
ぅ

「年
金
、
今
何
が
問
題
か
」

次
に
鎌
合
に
お
仕
席
の
元
総
評
国
民
生
活
局

長
で
年
令
問
題
権
威
の
福
回
勝
氏
か
ら

「年
金
、

い
ま
何
が
問
題
か
」
Ｑ
ア
ン
ド
Ａ
Ю
退
と
し
て
、

概
要
次
の
通
り
の
講
減
を
得
ま
し
た
。

Ｑ
ｌ
　
〈
′
、
年
金
の
給
付
末
準
が
だ
ん
′
て
ヽ

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
政
府

は
年
金
の
役
割
を
ど
う
見
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
ｌ
　
６２
年
７
月
労
働
行
の
勤
労
帝
の
老
後

生
活
安
定
対
策
研
究
会
の
報
告
で

「老
後
の
子

均
的
必
要
生
活
皆
と
し
て
月
２２
万
円
そ
れ
に
税

金
や
保
険
料
３
万
円
を
加
え
月
２５
万
円
の
収
人

が
毎
月
必
要
だ
と
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
ｃ

政
府
は
年
令
と
の
■
は
企
ｋ
年
金
と
個
人
の
時

林
で
ま
か
な
う

へ
き
だ
と
の
兄
解
を
示
し
て
来

た
が
、
年
令
制
度
で
改
忠
さ
れ
た
以
前
か
ら
年

金
■
活
し
て
い
る
人
は
他
の
収
入
が
な
い
の
で

は
な
い
か
　
ま
た

「高
締
キ
世
帯
の

一
人
当
た

り
所
科
は
、
企
世
帯
の
平
均
と
に
は
同
じ
、
貯

蓄
も
高

い
」
ニ
ハ
一
年
度
厚
生
白
言
）
と
金
汁

ち
扱
い
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
無
情
行
政
と
い

つヽ
の
で
あ
ろ
つヽ
。

Ｑ
２
　
６‐
年
４
月
年
●
改
定
か
ら
二
年
が
経

ち
ま
し
た
か
、
こ
れ
か
ら
の
訳
題
は
．

Ａ
２
　
い
■
礎
午
令
ｌｉｌｌ
度
の
も
つ
問
題
点
と

国
民
年
令
の
末
加
入
者
の
増
大
問
題
‐２‐
鉄
道
共

前
年
令
の
赤
年
対
米

一６５
年
以
降
の
年
平
均
赤

字
〓
、
０
０
０
億
円
）
け
年
令
の
給
竹
手
を
さ

ら
に
引
下
げ
よ
う
と
す
る
と
叱
と
６４
年
度
の
各

年
今
は
政
再
計
算
別
に
お
け
る
午
令
ス
ラ
イ
ド

の
在
り
方
‐４‐
支
給
開
始
年
怖
６５
代
と
年
令
制
度

一
元
化
の
兄
通
し
‐５‐
年
金
検
立
金
の
管
理
運
営

の
民
ｉ
化
、
年
金
業
務
の
改
芹
―
―
と
く
に
年

金
の
毎
月
支
給
は
何
時
か
ら
―
　
■
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
‐６‐
企
米
年
金
．

Ｑ
３
か
ら
は
前
記
‐―‐
―
い
を
Ｑ
ｌＯ
ま
で
に
説

明
し
て
下
さ
い
ま
し
た

従
前
の
説
明
で
６‐
年
１
月
の
新
計
算
が
従
前

支
給
仙
よ
り
下
廻
っ
て
も

「従
前
線
保
障
」
と

し
た
い
わ
ゆ
る

「
足
附
み
」
だ
と
し
て
来
ま
し

た
が
現
実
今
後
は
ど
う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
ｃ
先
口
当
こ
だ
ま
会
に
次
の
共
書
を
成
き
ま

し
た
コ

「
共
消
年
金
受
給
者

か
ら
窮
状

ハ
ガ
キ
」

「
行
略
　
昭
和
５９
年
６
月
退
職
故
し
ま
し
て

共
高
年
令
を
改
い
て
お
り
ま
す
が

（年
徳

一
人

一
ｉ
ガ
余
円
一
そ
の
後
の
と
々
の
改
正
に
於
い
て

も
　
批
も
坤
和
致
し
ま
せ
た
　
押
―十‐
を
お
教
え

下
さ
い
　
品
物
イーーー‐
Ｌ
舛
も
と
ょ
り
札
舛
を
抱
え

身
仲
二
社
て
川
航
し
て
い
ま
す
　
午
↑
析
サ
ー

朴
　
一
一の
ん
の
場
合
も
的
午
の
よ
故
ば
に
よ
っ

て
迎
午
ち
人
に
よ
る
い
計
算
で
の
れ
が
現
支
給

年
↑
何
よ
り
代
く
な

っ
て
い
る
た
め
押
さ
え
ら

れ
い
わ
ゆ
る
足
附
ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
て

学

習

〈
万

こ
の
旨
回
容
い
た
し
ま
し
た
。
全
国
年
額
平
均

約
抑
万
円
ま
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
行
う
べ
き
で

国
会

へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
‐３‐
で
は
６４

年
の
所
得
再
計
算
に
於
け
る
支
給
徳
変
更
は
、

な
か
ろ
う
と
云
う
声

（共
済
担
当
者
）
も
あ
り

ま
す
が
国
の
審
議
会
委
員
の
舟
後
正
道
氏

⌒共

活
組
合
連
＝
会
長
、
元
高
級
官
僚
）
は
給
付
水

準
を
退
職
者
の
六
〇
％
杜
度

（現
六
人
％
よ
り

下
げ
る
）
に
す
る
の
が
希
ま
し
い
、
と
い
う
。

ま
た
、
い
で
は
、
こ
こ
数
年
の
思
給
と
の
ス

ラ
イ
ド
対
比
で
あ
る
。
年
金
改
定
手
は
六
二
年

度
０
上
ハ
％
六
二
年
度
〇
二

％
こ
れ
に
対
し
恐

給
改
定
キ
、
二全

一年
度

一
０
％

ユハ
ニ
年
度

一

二
五
％
で
あ
り
、
人
勧
下
は
六
一
年
度
二
二
二

％
六
二
年
度

一　
四
七
％
で
あ

つ
た
。

ま
た
国
民
年
金
の
動
向

（細
人
キ
の
低
下
、

木
加
人
キ
の
増
加
）
旧
回
扶
年
金
の
赤
字
出
超
、

政
府
“
計
算
州
の
厚
生
年
今
モ
デ
ル
年
金
の
推

移
、
年
金

一
元
化
支
衿
開
始
年
締
の
六
五
歳
問

題
、
年
金
職
ヤ
金
と
毎
月
支
給
に
つ
い
て
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

六

一
年
四
月
午
金
制
度
で
改
定
も
　
現
職

退
職

一
体
で
の
三
二

七
ス
ト
、
日
比
谷
で
の

座
り
込
み
、
ハ
ガ
キ
、
隙
情
等
出
来
る
限
り
の

方
法
を
と
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
二
ヶ
年
の
恩
給

の
ス
ラ
イ
ド
の
如
く
、
自
分
達
の
団
体
だ
け
よ

け
れ
ば
と
い
う
エ
ゴ
丸
出
し
、
ま
た
批
判
の
あ

る
業
界
団
体
の
政
治
力
に
憤
り
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

既
に
二
月
二
十

一
日
衆
議
院
社
会
労
働
委
員

会
で
の
答
弁
で
Ｆ
ハ
四
年
財
政
再
計
算
の
準
備
」

に
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
（
岡
本

一
二
）



(動 第  10 号 神奈川県職労退職者こだま会 回召本は63年 7月 1日

退
職
年
全
生
活
者
に
と

っ
て
、
生
活

の
糧
で
あ
る
、
年
金
に
つ
い
て
会
員
と

ご

一
緒
に
私
達
も
当
面
の
課
題
と
将
来

に
向
か
っ
て
の
問
題
点
を
学
習
す
る
た

め
に
、
こ
の
紙
上
連
載
講
座
を
開
講
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

退
職
者
の
た
め
の

年

金

情

報

□
昭
和
６３
年
度
、
公
的
年
金

ス
ラ

イ
ド
僅
か
○
上

％
、
非
情
″

恩
給
の
上
１０

そ
れ
で
も
責
方
は
怒
り
ま
せ
ん
か
。

Ｏ
こ
の
経
緯

先
の
通
常
国
会
に
昭
和
６３
年
度
の
各

種
公
的
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
法
案
が
提
出

さ
れ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
共
済
年
金
を
含

め
公
的
年
金
の
ア
ッ
プ
率
は
、僅
か
○

一
％
、
思
給
の

一
と
一五
％
に
比
し
驚

く
勿
れ
、
十
分
の

一
で
あ
る
。

前
号
会
報
の

「新
聞
　
雑
誌
切
抜
控

帖
」
で
、
思
給

一
二
一五
％
、
公
的
年

金

一
・
○
％
に
記
し
た
が
、
こ
の
時
公

的
年
金
○
上

％
だ
と
聞
か
さ
れ
た
が
、

制
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も

一
昨
年
の
公

的
年
金
制
度
改
正
ま
で
は
、
ス
ラ
イ
ド

（毎
回
掲
載
予
定
）

は
同
率
改
定
で
あ

っ
た
し
、
多
少
差
が

あ

っ
て
も
思
給
の
十
分
の

一
と
い
う
非

常
識
な
こ
と
が
あ
る
筈
が
な
い
と
、
敢

て

一
％
と
決
断
し
て
記
し
て
み
た
。

と
こ
ろ
が
″
①
二

と

い
う

の
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
、
政
府
年
金
当
局

者
の
頭
を
疑
い
た
い
。

昭
和
６‐
年
度
の
全
国
地
共
済
連
合
会

加
入
の
退
職
共
済
年
金
の
受
給
者
約
４２

万
人
の

一
人
当
た
り
平
均
は
約
二
〇
〇

万
円

（的
人
数
か
ら
み
れ
ば
，
今
ま
で

に
退
職
し
た
人
は
戦
後
中
年
で
中
途
採

用
者
が
多
く
平
均
水
準
以
下
の
人
が
圧

倒
的
に
多

い
。
先
日
の
当
こ
だ
ま
会
総

会
で
の
自
己
紹
介
で
も
こ
の
こ
と
が
強

く
印
象
づ
け
ら
れ
た
。）

そ
こ
で
今
若
し
年
額
二
〇
〇
万
円
の

○
上

％
ス
ラ
イ
ド
だ
と
す
れ
ば
、
年

増
加
額
は
僅
か
二
千
円
也
、
月

一
回

一

五
①
円

コ
ー
ヒ
ー

一
杯
分
と
い
う
退
職

者
を
馬
鹿
に
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

□
な
ぜ

恩
給

と
公
的
年
金

と

の

ス

ラ
イ
ド
の
差
が

つ
く

の
か
。

政
治
的
意
図
濃
厚

昭
和
６‐
年
の
共
済
年
金
制
度
改
正
ま

で
は
、
思
給
と
共
済
年
金
と
は
ほ
ほ
同

一
の
基
準
で
改
定
さ
れ
、
ま
た
昭
和
５７

年
か
ら
６０
年
ま
で
は
厚
生
年
金
を
含
め

て
ほ
ぼ
同
率
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

年
金
改
正
の
新
制
度
に
な
っ
て
か
ら
、

法
的
規
定
を
理
由
に
、
公
的
年
金
と
思

拾
の
ス
ラ
イ
ド
格
差
を
つ
け
て
い
る
の

は
、
自
民
党
政
府
の
思
給
関
係

同
体

へ
の
迎
合
の
露
骨
な
政
治

的
意
図
に
よ
る
の
が
本
音
と
み

た
い
。

別
表
に
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
制
度
改
正
以
前
は
人
事
院

勧
告
に
準
援
し
て
き
た
ス
ラ
イ

ド
も
そ
れ
以
後
は
益
々
冷
遇
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
演
歌
の

セ
リ
フ
で
は
な

い
が
、
「
だ
か

ら
云
っ
た
ぢ
ゃ
な
い
の
″
親
睦

や
趣
味
だ
け
の
退
耽
者
が
幾
つ

あ

っ
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
の
よ
／
」
。
と
く
に
退
職
後

は
、
ア
フ
リ
カ
の
ケ
エ
ア
高
原

の
シ
カ
の
よ
う
に
弱
肉
強
食
の

世
界
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
と

い
っ
て
よ
い
。
国
政
選
挙
を
作

用
す
る
よ
う
な
、
団
結
と
力
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
す
る
。

最
後
に
思
給
と
公
的
年
金
ス

ラ
イ
ド
格
差
に
つ
い
て
の
政
府

の
云
い
分
は
、
制
度
の
違
い
を

前
面
に
、
恩
給
は
国
家
補
償

（国
庫
支
出
で
）
で
、
公
的
年
金

は
物
価
指
数
、
思
給
は
国
民
の
生
活
水

準
な
ど
の
総
合
勘
案
、
給
与
は
生
計
算

に
よ
る
と
、
都
合
よ
い
答
案
を

つ
く

っ

て
い
る
。

こ
の
阻
％
の
史
上
最
低
の
年
金
ス
ラ

（
六
頁
へ
つ
づ
く
）

(別表)年 次別、共清 ・厚生年金及び恩給スライド比較

(注)57年 以降人事院勧告と共済年金のスライド格差拡大、61年以降には共済年金、厚生年
金は自動改定、思給は政策改定と差別強まる。

年 度 共    済 厚   生 思   給 人事院勧告

(口召)57

58

59

60

61

62

63

5%   (5月 )

凍   結

2%   (4月 )

平均33% (4月 )

27%～ 52%(4月 )

06%    (4月 )

01%   (4月 )

4 % ( 7月 )

凍  結

2 % ( 4月 )

3 4 % ( 4月 )

2 7 % ( 4月 )

0 6 % ( 4月 )

0 1 % ( 4月 )

4%～ 55%(5月 )

凍   結

平均 2%  (3月 )

平均33% (4月 )

平均62% (7月 )

2%   (4月 )

125%   (4月 )

5 2 3 % (前 年)

4 5 8 % (  ク )

6 4 7 % (  ク )

6 4 4 % (  ク )

5 7 4 % (  ク )

2 3 1 % (  ク )

1 4 7 % (  ク )
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（
五
貫
か
ら
つ
づ
く
）

イ
ド
改
定
法
案
は
、
全
国
高
齢
者
退
職

者
連
絡
協
議
会

（総
評
会
館
内
）
の
報

告
に
よ
れ
ば
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
政

府
原
案
ど
お
り
自
民
党
の
賛
成
多
数
で

可
決
成
立
、
四
月

一
日
に
遡
及
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
但
し
従
前
額
保

障
の
い
わ
ゆ
る
足
踏
み
の
方
は
据
置
き

に
な
る
。

ｏ
全
国
高
齢
者
、
退
職
者
会
等
の
国
会

へ
の
働
き
か
け

こ
の
間
、
全
国
高
退
連
も
こ
の
問
題

に
異
常
な
決
意
で
取
組
み
、
と
く
に
国

会
対
策
に
於
い
て
も
社
会
党
は
じ
め
野

党
委
員
と
連
絡
を
と
り
、
衆
　
参
両
院

の
関
係
常
任
委
員
会
で
キ
メ
細
か
く
政

府
を
追
求
し
、
と
く
に
年
金
の
中
枢
官

庁
の
厚
生
省
年
金
局
長
、
厚
生
大
臣
か

ら
、
五
年
毎
の
年
金
財
政
再
計
算
期
に

問
題
点
を
洗
い
出
し
、
ど
う
取
り
組
ん

で
行
く
か
年
金
審
議
会
で
意
見
を
出
し

て
も
ら
い
検
討
す
る
旨
の
、
私
た
ち
の

今
後
の
運
動
の
足
が
か
り
と
な
る
言
質

を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
だ
ま
会
員
と
し
て
も
、
会
の
運
動

方
針
の

一
つ
で
あ
る
、
会
員

一
人
、　
一

人
か
ら
の
地
元
議
員
に
対
す
る
、
手
紙
、

ハ
ガ
キ
戦
術
が
説
得
力
が
あ
る
と
思
う

の
で
、
是
非
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

□
年
金

の
所
得

に
よ

る
制
限
が
本

年

八
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

退
職
後
も
引
続
き
、
民
間
企
業
や
外

か
く
団
体
、
県
の
非
常
勤
職
員
な
ど
に

勤
務
し
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、
被

保
険
者
等
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

給
与
所
得
に
は
じ
、
年
金
額
の

一
部
支

袷
停
止
措
置
が
と
ら
れ
、
い
よ
／
く
、
本

年
八
月
か
ら
始
め
ら
れ
る
。

退
職
共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金

の
受
給
権
者
が
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
、
議
会
議
員
等
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
者
の
給
与
所
得
に
応
じ
、
年
金
額

の

一
部
を
支
給
停
止
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
（地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

法
第
８２
条
参
照
）

ｏ
支
給
停
止
等
の
手
続
き
な
ど

こ
の
た
め
本
年
七
月
に
共
済
組
合
か

ら
こ
れ
ら
該
当
者
の
昭
和
６２
年
分
の
所

得
金
額
の
確
認
を
求
め
る
た
め
、
六
月

下
句
頃

「
給
与
所
得
報
告
書
」
が
送
付

さ
れ
て
く
る
。
該
当
者
は
こ
の
報
告
書

に
昭
和
６２
年
分
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し

て
七
月
下
旬
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
る
。

口
昭
和
６２
年
１
月
１
日
以
降
県
を
退

職
さ
れ
た
方
は
今
回
の
停
止
の
対
象
と

な
ら
な
く
次
年
以
降
な
る
。

十
月
に
な
る
と
前
述
の

「給
与
所
得

報
告
書
」
に
基
づ
い
て
審
査
さ
れ
、
給

与
所
得
に
よ
る
年
金
の
支
給
停
止
該
当

者
に
通
知
が
あ
り
、
年
金
の
一
部
が
本

年
８
月
か
ら
昭
和
６４
年
７
月
ま
で
の
分

の
支
拾
停
止
が
行
わ
れ
る
。

●
年
全
の
支
給
停
上
部
分
と
停
止
率

図
口
の
と
お
り
該
当
者
の
年
金
支
拾

停
止
措
置
が
と
ら
れ
る
の
は
、
共
済
年

金
額
の
厚
生
年
金
相
当
部
分
に
そ
の
所

得
金
額
に
応
じ
て
定
め
る
率

（上
ｍ

～
９０
雨
）
を
乗
じ
た
額
の
支
給
停
止

と
な
る
。

次
に
停
止
率
に
関
係
す
る
給
与
所
得

金
額
は
百
二
十
万
円
以
上
で
あ
る
が
、

（こ
れ
は
所
得
税
な
ど
の
所
得
控
除
前

の
総
所
得
金
額
は
約
二
百
九
十
万
円
）

百
二
十
万
円
で
百
分
の

一
、
三
百
三
十

万
円

（所
得
控
除
約
五
百
五
十
万
円
）

で
百
分
の
五
十
な
ど
、
な
っ
て
お
り
、

所
得
控
除
約
二
千
万
円
以
上
で
百
分
の

九
十
に
な
る
が
、
わ
れ
′
く
ヽ
に
は
関
係

（
七
頁
へ
つ
づ
く
）

（参
考
）
　

年
金

ス
ラ
イ
ド
規
定

◎
年
全
線
改
定
の
規
定

◇
厚
生
年
金
保
険
法

（年
金
額
の
改
定
）

第
２
条
の
２
　
こ
の
法
律
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
額
は
、
国
民
の
生
活
水
準
、
賃

金
そ
の
他
の
話
事
情
に
著
し
い
変
動
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
変
動
の
詰
事
情
に
応
ず
る

た
め
、
速
や
か
に
改
定
の
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇

「地
方
公
務
員
共
済
組
合
法

（年
金
額
の
改
定
）
第
１
条
の
２
」
　
　
右
記
と
同
文

◎
年
金
額
の
自
動
改
定
の
規
定

◇
厚
生
年
金
保
険
法

（年
金
額
の
改
定
）

第
３４
条
　
年
金
た
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
総
務
庁
に
お
い
て
作
成
す
る
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数

（以
下

「物
価
指
数
」
と
い
う
。）
が
昭
和
６０
年

（こ
の
頃
の
規
定

に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
額
の
改
定
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
　
向
近
の
当

該
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
年
の
前
年
）
の
物
価
指
数
の
蜘
分
の
１０５
を
超
え
、
又
は
ｍ
分
の

９５
を
下
る
に
至
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
上
昇
し
、
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準

と
し
て
　
そ
の
翌
年
の
４
月
以
降
の
当
該
年
金
た
る
保
険
給
付
の
額
を
改
定
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
額
の
改
定
の
措
置
は
、政
今
で
定
め
る
。

◇

「地
方
公
務
員
共
済
組
合
法
　
第
７４
条
の
２
」
　
　
右
記
と
同
文

一

◎
恩
給
額
の
改
定
規
定

恩
給
法
第
２
条
の
２

〔年
金
た
る
思
給
の
改
定
〕

「年
金
タ
ル
思
給
ノ
額
二
付
テ
ハ
、
国
民
ノ
生
活
水
準
、
国
家
公
務
員
ノ
給
与
、
物
価
真

ノ
他
ノ
諸
事
情
二
著
シ
キ
変
動
ガ
生
ジ
タ
ル
場
合
二
於
テ
ハ
変
動
後
ノ
詰
事
情
ヲ
総
合
勘

案
シ
速
二
改
定
ノ
措
置
ヲ
講
ズ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
」
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年 金 の 所 得 に よ る 制 限

退職共済年金、障害共済年金を受給中に厚生年金保険の被保険者 (県の非常勤職員、民間

サラリーマン等)等 になった場合には、その給与所得に応じ、年金の
一部支給停止がある。

引 支 給

引 支 捨

表 1 所 得停止率

（
六
頁
か
ら
つ
づ
く
）

な
く
、
こ
ん
な
に
収
入
の
あ

る
人
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
支
袷

停
止

の
背
景
と
な

っ
た

の

は
、
後
述
の
よ
う
に
厚
生
年

金
受
拾
者
と
の
官
民
年
金
格

差
の
批
判
の
的
と
な

っ
た
こ

と
、
こ
の
計
算
に
は
、
公
務

員
退
職
者
の
共
済
年
金
額
と

）

そ
の
人
の
勤
務
先
給
与
収
入
を
合
算
し

て
現
公
務
員
の
平
均
給
与

（請
控
除
前

の
額
が
四
五
〇
万
円
～
四
六
〇
万
円
）

程
度
の
収
入
が
あ
る
者
に
つ
い
て
、
年

金
額
の
三
分
の

一
程
度
を
支
給
停
止
す

る
と
い
う
よ
う
に
給
与
収
入
に
応
じ
て

停
止
率
を
定
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
急
放
な
収
入
減
少
と
既
得
権

を
認
め
る
た
め
別
表
の
と
お
り
散
変
援

和
措
置
及
び
停
止
額
の
計
算
方
法
、
ま

率表 2

た
６５
才
に
な
る
と
厚
生
年
金
被
保
険
者

資
格
喪
失
す
る
の
で
支
給
停
止
が
解
除

さ
れ
る
ほ
か
、
以
上
の
と
お
り
計
算
し

た
昭
和
６３
年
８
月
以
降
の
年
金
額
が
施

行
前
日
に
お
い
て
現
に
支
給
を
受
け
て

い
た
年
金
額
を
下
回
る
場
合
は
そ
の
額

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
も
附
記
す
る
。

な
お
参
考
に
民
間
の
厚
生
年
金
受
給

の
退
職
者
の
場
合
は
、
引
続
き
勤
務
し

て
い
る
場
合
、

０
　
６５
才
未
満
の
者
で

年
金
以
外
の
給
与
所

得

（枕
込
）
約
２‐
万

円
以
上
あ
れ
ば
厚
生

年
金
は
支
給
さ
れ
な

い
。

０
　
な
お
先
の
厚
生
年

金
法
の
改
正
以
前
は

６５
才
以
上
に
な

っ

て
も
約
２‐
万
円
以
上

の
給
与
所
得
が
あ
れ

ば
厚
生
年
金
が
二
割

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
た

が
、
共
済
年
金
法
改

正
に
同
詞
廃
止
さ
れ

チ
た

。
こ
の
よ
う
に
未
だ
共

済
年
金
受
沿
者
は
恵
ま

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う

が
、
昭
和
７０
年
を
目
標

（
八
頁
へ
つ
づ
く
）

(所得控除額)

給与所得金額 停 止 率 算 式

1 2 0万円を超え

15 0万円以下

(所得金額
-120万 円)× 02

所 得 金 額

1 5 0万円を超え

18 0万円以下

6万円 十 (所得金額-150万円)X05

所 得  金  額

1 8 0万円を超え

2 1 0万円以下

21万円 十 (所得金額-180万円)X08

所 得  金  額

210万円

を超える場合

45万円 十 (所得金額
-210万 円)

*限 度90%
所 得 金 額

経 過 措 置 期 間 停 止 害け合

日宮本田638か ら 日召和647 ま で

日日本]64 8 か ら 出召牙8657 ま で

日召矛日65 8 か ら 口召和667 ま で

]召和66 8 か ら 口召本田67 7 まで

日召和67 8 か ら 日召本田687 ま で

日召和68 8か ら 昭オロ69 7  まで

日召本田69 8 か ら ]召和707 ま で

30/100

40/100

50/100

60/100

70/100

80/100

90/100
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五
月
二
六
日
仙
台
市
作
立
に
て
同
会

の
第
二
回
総
会
が
開
か
れ
、
こ
の

一
年

間
の
経
過
決
算
報
告
が
な
さ
れ
、
六
三

年
の
活
動
計
画
、
予
算
が
提
案
さ
れ
可

決
し
、
規
約
整
備
、
新
役
員
の
承
認
を

し
、
明
日
の
全
日
本
自
治
体
退
職
者
会

の
東
部
学
習
会
に
参
加
し
た
。

『会
員
名
簿
作
成
の
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
』

会
員
名
梅
に
つ
い
て
は
、
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
願
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
次
の
通
り
で
し

ネた
。性

業
勤
務
先
に
つ
い
て
　
無
記
入

一
七
名
無

し
と
さ
れ
た
方
、
六
六
名
　
い
の
非
常
勤
三
八

名
、
団
体
役
般

一
六
名
、
川
体
拙
貞
　
十
名

教
授
二
名
、
会
＝
貝
　
ｔ
名
、
白
十

一
二
名
、

計

一
八
八
名
で
し
た
．

日
本
を
有
せ
ら
れ
た
約
■
私
の
方
が
既
に
退

耽
さ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
　
制
作
に
、
助
ま
れ

て
い
ら
れ
る
こ
と
と
作
し
ま
す
　
‐‐た
非
現
況
を

お
教
え
願
い
、
参
考
に
さ
せ
て
載
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
非
常
勤
の
方
々
に
も
叫
職
労
本
部
の

ご
指
導
を
得
て
よ
り
き
め
の
細
か
い
■
活
設
計

の
お
力
添
え
を
し
な
け
れ
ば
と
竹
じ
ま
す
。

ま
た
、
団
体
職
員
　
会
社
職
員
に
転
身
さ
れ

た
方
の
勇
気
と
日
頃
の
ご
格
Ｌ
を
見
＝

っ
て
、

＝
会
保
険
制
度
を
有
効
に
利
用
し
た
い
と
作
じ

ま
す
。
同
体
役
職
、
白
■
の
方
々
に
も
、
本
会

へ
の
忌
悼
の
無
い
ご
意
見
を
行
せ
ら
れ
本
会
発

展

へ
の
ご
助
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
．

趣
味
に
就
き
ま
し
て
は
、
■
配
人
七
五
名
、

旅
行
三
四
、
国
芸
二
〇
、
ゴ
ル
フ

一
四
、
凶
暮

一
〇
、
将
棋
三
、
麻
雀
二
、
釣
七
、
乱
吉

一
一
、

手
芸
二
、
き
道
三
、
絵
画
六
　
古
末
五
、
文
芸

三
　
■
花
三
、
語
、
茶
道
バ
イ
ク
各

一、
無
線

狩
猟
、
弓
道
、
料
理
、
詩
吟
　
尺
人
　
民
需
、

作
陶
　
舞
踊
、
観
劇
映
画
、
三
味
線
寺
各

一
づ

つ
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
郷
土
党
研
究
と
か
、
広

い
趣
味
で
は
有
益
な
お
仕
事
を
な
さ
れ
て
い
る

方
々
が
多
い
と
存
じ
ま
す
。
是
非
お
手
本
と
し

て
楽
し
い
日
常
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
尚

会
貝
証
の
作
成
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見

お
よ
せ
下
さ
い
。
　
　
　
　
（事
務
局
　
岡
本
）

（
七
貢
か
ら
つ
づ
く
）

に
公
的
年
金
の

一
元
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
ま
だ
財
源

を
理
由
に
い
つ
不
利
な
条
項
が
復
活
し

な
い
と
の
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
回
は
、
公
的
年
金
の
こ
れ
か
ら
の

明
暗
を
左
右
す
る

「
年
金
財
政
再
計
算

期
等
」
に
つ
い
て
の
べ
る
。

（文
章
　
児
玉
）

表 3「 停止額」の計算

|ア1 旧年金受給者の場合

×表 1の 率×表 2の ■=作 1に額

(イ)新 年金受給者の場合

X表 1の 率X芸 2の 率=停 止額

率 職 域年金相当部分及び加給年金額を除く

(注)1 旧 琵全受給者の場合、停止額はu召和63331現 に支給

されていた金額を超える額にのみ止められてお ります

(「従前額保障」)。

2 な お、貢般に65歳に達すると、厚生年金校保険者の食

ます。フ

開会あいさつをする横須賀市退職者会の青柳氏

退職年
/1N等

厚生年金相当部分

定額部分
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県
職
労
退
職
者
こ

県
を
退
職
し
て
早
や

一
年
、
あ
っ
と
い
う
ま

に
過
ぎ
ま
し
た
。
「退
職
す
る
と
、
随
分
た
く

さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
会
が
あ
っ
て
忙
し
い
の
よ
」
と
友

人
が
話
し
て
い
た
の
を
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
私
も
、
た
く
さ
ん

の
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
県
職
労
退
職
者
会
に
は
、
か

つ
て
組
合
活
動
に
参
加
し
た
関
係
で
大
変
関
心

が
あ
り
、
早
速
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

親
睦
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
、
高
齢
化
社

会
に
む
か
っ
て
、
年
金
問
題

老
人
医
療
問
題
、

税
金
問
題
等
に
つ
い
て
、
組
合
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
と
、
情
報
を
、
ま
た
、
自
分
自
身
と
し

て
　
高
齢
者
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
、
こ
の
退
職
者
会
に
大
い
に

期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

去
る
、
五
月
十
五
日
（日
）
か
ら
十
六
日
（月
）

に
か
け
て
、
嶺
水
苑
で
行
わ
れ
ま
し
た
総
会
の

は
、
熱
心
な
幹
事
さ
ん
の
お
さ
そ
い
に
よ
っ
て

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
憎
の
雨
で

肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
大
変
心
あ
た
た
ま
る
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま

し
た
。
総
会
行
事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
近
況
報

告
を
か
ね
た
自
己
紹
介
に
は
、
若
き
日
の
面
影

寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
寄
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

（薄
謝
贈
呈
）

だ
ま
会
の
構
会
に
出
席
し
て

こ
だ
ま
会
へ
の
期
待
と
希
望
へ
の
率
直
な
感
想

を
思
い
出
し
て
な
つ
か
し
く
　
ま
た
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
に
参
考
に
な
る
お
話
が
た
く
き
た
出

て
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
夕
食
後
の
思

親
会
は
、
の
ど
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
も
あ

っ
て

大
変
た
の
し
い
会
で
し
た
。
私
は
残
念
な
が
ら

仕
事
の
関
係
で
泊
ら
ず
に
帰
り
ま
し
た
が
、　
一

十
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
者
会
は
、
年
間

一
、
〇
〇
〇
円
、
終
身
会
費
二
〇
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
総
会
資
料
に
よ
り
、
六
十
二

年
度
の
予
算
を
み
ま
す
と
、
県
職
労
か
ら
の
助

成
金
は
、
四
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て
お
り
こ

れ
は
総
予
算
額
の
約
二
０
％
に
な
り
ま
す
。
支

出
を
み
て
み
ま
す
と
、
総
会
費
は
、
〓
五
万
円
、

こ
れ
は
、
実
支
出
の
二
五
％
と
な
っ
て
お
り
、

支
出
の
最
も
多

い
も
の
で
す
。
多
く
の
人
達
の

参
加
を
得
る
た
め
総
会
費
が
多
い
の
は
、
仕
方

が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
か

っ
た
嶺
水
苑

の

一
泊
二
日
は
、
ど
の
位
か
か
っ
た
の
か
な
？

と
心
配
に
な
り
、
伺

っ
て
み
ま
し
た
ら
、　
一
人

九
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
は
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

年
間
会
費
が
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
で
す
か
ら
、
呆
し

て
こ
れ
で
よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

県
職
労
本
部
か
ら
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
い

る
に
し
て
も
、
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
大

一

事
な
行
動
費
、
ま
た
は
今
年
度
か
ら
、
執
行
体

制
の
強
化
が
、
活
動
方
針
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
事
務
局
費
な
ど
は
、
も
っ
と
ふ
や
し
て

強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
総

会
は
楽
し
く

一
人
で
も
多
く
の
人
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
各
自
の
負
担
は
少
な
い
方
が

よ
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
以
上
の
よ

う
な
現
状
で
は
　
ヽ
で
も
負
担
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。
来
年
か
ら
は
、
九
、

最
近
の
韓
国
で
は
、
建
築
費
の

一
％
で
そ
の

建
物
に
彫
刻
と
か
レ
リ
ー
フ
等
で
飾
り
、
街
造

り
の
美
化
を
奨
励
し
て
い
る
。

こ
れ
は
神
奈
川
県
立
高
校
増
設
で
、
既
に
実

施
済
み
だ
が
、
前
く
文
化
が
生
活
化
し
て
求
め

た
証
し
で
あ
る
。

戦
時
中
は
、文
化
は
軟
弱
の
基
と
唾
棄
さ
れ
、

学
校
教
科
か
ら
も
影
を
潜
め
た
こ
と
を
思
う
と

隔
世
の
感
が
あ
る
。

私
は
民
間
歴
が
人
生
の
半
ば
を
占
め
、
県
職

員
に
採
用
さ
れ
た
時
は
既
に
四
十
才
で
あ
っ

た
。社

会
教
育
と
い
う
新
し
い
職
場
の
故
で
も
あ

り
、
民
間
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
役
所
に
も

通
ず
る
と
き
い
て
、
素
直
に
受
け
立
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
法
律
と
か
、
計
算
と
か
、
前
歴

０
０
０
円
位
か
か
る
の
で
し
た
ら
、
三
、
Ｏ
Ｏ

Ｏ
円
位
の
会
費
を
と

っ
て
い
た
だ
い
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

退
職
者
会
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
た
め
に
、

親
睦
は
も
と
よ
り
　
本
来
の
目
的
を
果
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
会
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
じ
な

が
ら
、
ひ
と
こ
と
感
想
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（鈴
木
し
げ
子
）

画
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か

阿

部

淑

子

の
踏
襲
、
コ
ピ
ー
が
優
先
す
る
。
と
も
す
れ
ば

は
み
出
し
勝
ち
の
毎
日
で
あ
る
。

京
都
に
生
ま
れ
た
私
は
子
供
の
頃
か
ら
、
伝

統
行
事
の
中
で
季
節
感
を
味
わ
い
、
文
化
財
を

庭
と
し
て
育

っ
た
。
床
の
間
の
掛
軸
に
薄
紙
を

当
て
て
、
鉛
筆
の
型
を
つ
け
、
叱
ら
れ
た
り
、

地
蔵
盆
の
行
灯
の
画
を
描
い
て
ほ
め
ら
れ
た
。

小
学
生
の
頃
か
ら
は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を

放
さ
ず
、
初
め
て
見
た
ク
レ
ヨ
ン
欲
し
さ
に
町

中
探
し
廻
っ
た
り
し
た
。
そ
の
頃
英
国
皇
太
子

来
日
に
当
り
、
日
本
の
橋
の
あ
る
風
景
を
献
上

し
た
記
憶
が
あ
る
。

ま
た
、
わ
ざ
わ
ざ
日
の
九
の
旗
を
交
又
し
て

描
き
入
れ
さ
せ
ら
れ
た
時
は
、
遠
和
感
を
も
っ

た
り
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

そ
の
後
上
京
し
て
、
次
第
に
社
会
に
目
覚
め
、

社
会
教
育
の
仕
事
と
結
び
付
い
た
訳
で
あ
る
。

い
つ
か
、
県
会
議
場
で
、
何
か
の
講
演
を
き
き

脅電
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な
が
ら
、
ク
イ
ン
と
あ
だ
名
さ
れ
て
い
る
税
関
　
　

の
も
、
俺
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
画
き
札
け
て
来
た
か

の
塔
を
ノ
ー
ト
の
隅
に
絵
を
描
き
入
れ
た
り
し
　
　
ら
だ
。

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
、
両
を
描
く
人
口
が
　
日
増
し
に
ふ
え
て

そ
の
頃
県
職
員
文
化
展
を
知
り
、
オ
リ
ン
　

　

い
る
。

ピ

ッ
ク
じ
ゃ
な
い
が
、
皆
で
参
加
し
よ
う
と
呼
　
　
　
飯
よ
り
町
き
と
い
う

モ千葉
が
あ
る
が
、
今
は

び
か
け
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
．

と
い
っ
て
も
、
私
は
そ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
　
　
　
人
は
そ
れ
ぞ
れ
共
取
方
法
は
共
る
が
、
自
分

画
を
描
い
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
思
い
を
人
に
伝
え
た
い
と
思
う
。
絵
画
も
そ

小
学
生
の
甥
の
ク
レ
パ
ス
を
借
り
、
画
用
紙

　
　
の

一
つ
で
　
特
殊
な
オ
龍
が
な
け
れ
ば
で
き
な

に
秋
景
色
を
描
い
て
出
し
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
　

　

い
も
の
で
は
な
い

毎
年

一
年
に

一
度
、
面
を
描
い
て
出
し
た
が
　
　
　
　
争
を
採
れ
ば
ど
わ
ぬ
向
直
表
現
を
発
兄
し
、

三
年
日
頃
か
ら
は
、
出
冊
し
た
日
が
、
次
の
初
　
　
児
る
人
に
伝
わ
る
キ
び
が
あ
る
　
兄
る
だ
け
で

ま
り
で
あ
る
と
思
い
、
次
第
に
深
入
り
し
て
、　
　
　
な
く
描
こ
う
。
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
、
こ
た
ま

今
日
に
至
っ
た
。
文
化
展
で
青

っ
た
私
が
、
今
、
　

〈
本
に
呼
び
か
け
、
週
に
　
政
、
換
合
せ
の
つ
も

曲
り
な
り
に
も
画
家
と
呼
ば
れ
る
様
に
な

っ
た
　
　
り
で
集
ろ
う
。

退
屈
な

「第
二
の
人
生
」
で
の

過
し
か
た
と
楽
し
み
か
た

県
退
職
後
の
八
年
間
は
媒
外
の
大
手
企
業
で

営
業
や
ら
渉
外
業
務
や
ら
で
多
忙
の
中
、
忽
ち

八
年
の
歳
月
が
経
っ
た
が
、
最
後
は
精
神
的
、

肉
体
的
疲
れ
か
ら
七
死
二
生
の
大
病
で
常
勤
■

活
に
別
れ
を
告
げ
た
。

さ
て
、
病
も
な
ん
と
か
回
復
に
向

っ
て
先
づ

悩
ん
だ
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「第
二
の
人
生
」

の
閑
な
退
哺
日
常
生
活

へ
の
対
応
で
あ

っ
た
。

６５
才
を
過
ぎ
る
と
、
人
、
誰
で
も
疾
病
の
増
加

や
老
人
ボ
ケ
ヘ
の
自
己
恐
怖
心
に
お
の
の
く
。

そ
こ
で
私
の
そ
の
後
の
行
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
よ
う
。

‐１，
先
づ
猫
の
額

程
の
庭
で
は
あ
る
が
、
机

端
な
高
木
を
除
き
、
月

一
～
工
回
位
の
枝
葉
の

封
定
や
除
草
　
そ
れ
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の

病
虫
害
消
オ
な
ど
を
や
っ
て
汗
を
か
く
．

０
次
に
横
浜
市
政
モ
ニ
タ
ー
、
横
浜
市
福
祉

モ
ニ
タ
ー
ヘ
の
応
募
、

県
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
て
も
　
自
分
の
市

町
村
に
つ
い
て
は
間
心
が
薄
か

っ
た
。
予
い
に

も
両
方
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
、
と
く
に
福
祉
モ

ニ
タ
ー
で
は
　
老
人
施
設
の
実
態
に
ふ
れ
　
大

変
に
参
考
に
な
っ
た
。

０
丁
度
こ
の
頃
、
横
浜
駅
西
日
、
県
結
合
合

向
庁
令
内
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
６０
年

度
第

一
回
の
老
大
大
学
ゼ
ミ
ナ
ー

一過
一
回
、

一
０
日
間
、
定
貝
五
〇
名
）
に
申
込
、
こ
れ
ま

た
大
学
が
で
き
、
よ
き
講
師
陣
に
よ
る
い
わ
ゆ

る

「
３
Ｋ
問
題
」
に
つ
い
て
巾
広
く
学
べ
得
た

こ
と
と
、
入
学
者
は
民
間
、
自
営
業
な
ど
巾
広

く
多
く
知
己
を
得
、
≡」
の
Ｏ
Ｂ
会

「
ア
ヤ
メ
会
」

が
設
立
さ
れ
、
旅
行
や
会
食
な
ど
結
構
た
の
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

“
こ
の
老
人
大
学
も
卒
業
の
こ
ろ
、
県
職
労

か
ら
退
職
者
会
設
立
の
相
談
も
あ
り
　
今
後
の

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
有
意
義
な
、
無
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
考
え
設
立
に
参
加
し
　
皆
さ

ん
の
協
力
で
現
在
で
は
こ
だ
ま
会
は
私
の
生
甲

斐
の

一
つ
に
定
着
し
そ
う
で
あ
る
。

口

一
ツ
が
ニ
ツ
に
な
る
、
た
と
え
の
と
お
り
、

県
職
労
と
も
関
係
の
あ
る
、
神
奈
川
労
働
金
庫

で

「退
職
者
友
の
会
、
別
名
、
レ
イ
ン
ボ
ー
友

の
会
」
設
立
の
話
が
あ
り
、
推
さ
れ
て
本
店
退

職
者
友
の
会
設
立
に
も
参
加
、
現
在
に
す
っ
て

い
る
。
こ
の
会
は
労
金
本
、
支
店
年
に
設
立
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
を
１１
か
し
て
、
健
康

教
〓
、
旅
行
会
、
趣
味
の
会
な
ど
多
彩
で
あ
る
。

ほ
か
の
会
と
違

っ
て
、
会
費
不
要
、
僅
か
な
定

期
預
金
や
年
金

田
座
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
か

ら
、
大
変
得
な
会
で
あ
ろ
う
。
労
働
金
庫
か
ら

も
こ
の
会
の
運
営
に
相
当
な
援
助
を
し
て
い
る

の
で
、
毎
年
お
誕
生
日
に
は
千
円
程
度
の
ケ
ー

キ
な
ど
送
ら
れ
、
た
の
し
い
こ
と
が
多
い
。
写

真
は
六
月
二
十
二
日
、
北
鎌
合
を
中
心
に
寺
院

見
学
を
し
た
と
き
の
も
の
、
円
覚
寺
仰
日
庵
で

の
法
話
、
抹
茶
、
た
の
し
い
昼
食
そ
の
あ
と
東

慶
キ
、
浄
智
寺
、
明
月
院
、
建
長
寺
見
学
な
ど

改
め
て
興
味
を
新
た
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
計

画
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
、
秋
は
箱
根

一
泊

懇
規
会
、
ヨ
ガ
教
室
な
ど
実
施
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
会
や
行
事
を
知

り
、
上
手
に
組
み
合
わ
せ
て
、
第
二
の
人
生
を

た
の
し
く
過
ご
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
私
の

現
況
で
あ
る
。

（児
玉
欣

一
郎
）
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